
 
 

 

 

 

Pre 熟議  ５月３０日（火） 

  ６月４日（日）、湯浅えき蔵にある地域交流センターにおいて令和５年度和歌山県中学生熟議が開催され

ます。熟議のテーマは、「南海トラフに備え、中学生ができること」です。今回、生徒会役員５名（三原菜

結さん、江川茉那さん、源地晴基さん、塩田柚季さん、藤田真都さん）が本校の代表者として参加します。 

  当日は県内から集まった中学生と共に話し合いを進めていくのですが、その前の段階として全校生徒で話

し合う場を設定し、“本校の考え”として持っていくためにプレ熟議を生徒会主催で実施しました。目的は

２つあり、「防災意識を高める」と「減災のために日頃からできることを考える」です。 

  まずは、個人の考えを書き出し、その後各グループで３年がリーダーとなり、みんなの意見の共有や分類

をしました。最終的には、各グループで話し合ったことを全体に発表しました。 

  放課後、生徒会役員がみなさんの意見を基に中学生熟議に向けての準備を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部講師先生からの学び ～各学年の総合的な学習テーマより・５月～ 
  １年生は、「防災について学ぶ～私たちにできること～」を掲げて身近な環境から学びを進めています。３

１日（水）には、救命講習を実施しました。様々な視点から関連する分野のことをインプットしています。 

  ２年生は、職に関するテーマ「私たちの未来～社会の関わりから学ぶ～」を基に地域の課題を

解決することも考えながら取り組んでいます。１９日（金）、公益社団法人関西ニュービジネス協議会理事をお招

きしワークショップを兼ねた講演が実施されました。 

  旅行プランニングを前期のテーマとして活動している３年生。２日（火）の午後、修学旅行でもお世話になっ

た JTB 担当者に、前回の講義を踏まえて改善させた自分達の旅行プラン発表を行い、助言をいただいています。 

和歌山県立日高高等学校附属中学校   志 学 ・ 創 造 ・ 敬 愛  
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☆自らの挑戦☆ 

 中学生熟議の当日、活動を進行し、流れのなかでの仕事を担う「実行委員」が募集され、本校生

徒会役員から３名が立候補し、採用されました。失敗を恐れずに前向きに取り組もうとする姿勢は

たいへん素晴らしいです。この経験は、必ずや自身の“力”になるのです。そして、継続することで

さらなる自分の魅力につながるのです。 

 準備や確認をきちんと行い、精一杯取り組んでください。いつも応援しています。 

一言メッセージ ～計画性を高めよう～ 

Foresight を自分の味方にしていますか。 


